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慶
応
元
年
の
創
業
以
来
、
約
一
五
〇
年
に

わ
た
り
、
か
ま
ぼ
こ
を
中
心
に
水
産
練
製
品

の
製
造
・
販
売
を
手
が
け
る
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ

株
式
会
社
（
神
奈
川
県
小
田
原
市
）。「
老
舗

に
あ
っ
て
老
舗
に
あ
ら
ず
」
を
社
是
に
、
鈴

廣
グ
ル
ー
プ
全
体
で
魚
肉
を
活
か
し
た
新
商

品
の
開
発
は
も
と
よ
り
、
近
年
は
博
物
館
や

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
運
営
も
手
が
け
る
な
ど
、

絶
え
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
続
け
て
い
る
。

そ
の
姿
勢
は
人
事
制
度
に
お
い
て
も
同
様
。

一
流
の
お
も
て
な
し
を
不
変
と
す
る
一
方
、

役
職
ポ
ス
ト
な
ど
職
責
の
二
年
任
期
制
や
、

管
理
ス
タ
ッ
フ
が
「
第
二
職
場
」
と
し
て
現

場
で
働
く
こ
と
な
ど
、
自
己
改
革
の
姿
勢
を

持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
労
務
管
理
に
注
力

し
て
い
る
。
全
社
員
の
半
数
い
る
パ
ー
ト
社

員
に
つ
い
て
も
、
意
欲
に
応
じ
て
無
期
契
約

化
を
進
め
る
方
針
だ
。
鈴
木
悌
介
・
代
表
取

締
役
副
社
長
に
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
人
事
・

賃
金
制
度
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
話
を
聴
い

た
。

　

鈴
廣
グ
ル
ー
プ
の
社
員
は
六
四
四
人
で
、

雇
用
形
態
の
内
訳
は
、
正
社
員
三
二
二
人
、

パ
ー
ト
社
員
は
三
一
七
人
、
契
約
社
員
五
人
。

正
社
員
と
有
期
契
約
労
働
者
が
ほ
ぼ
半
々
と

な
っ
て
い
る
。
正
社
員
の
男
女
比
は
約
三
対

二
だ
が
、
パ
ー
ト
社
員
は
女
性
が
八
割
強
を

占
め
、
一
年
で
約
一
五
％
が
入
れ
替
わ
る
。

　

正
社
員
の
就
く
職
種
は
図
表
１
の
通
り
。

技
術
系
、
営
業
・
販
売
系
、
事
務
系
と
多
岐

に
渡
る
。
人
事
異
動
は
職
種
だ
け
で
な
く
、

鈴
廣
グ
ル
ー
プ
六
社
間
で
も
行
わ
れ
る
。

　

一
方
、
パ
ー
ト
社
員
の
多
く
は
工
場
の
製

造
ス
タ
ッ
フ
と
接
客
販
売
業
務
で
、
一
部
事

務
ス
タ
ッ
フ
も
い
る
。
契
約
社
員
は
主
に
高

い
ス
キ
ル
ま
た
は
役
割
で
製
造
、
販
売
の
仕

事
を
担
っ
て
い
る
。

三
つ
の
柱
を
通
じ
て
人
材
を
育
成

　

同
社
は
、
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
①
マ
イ

ン
ド
②
ス
キ
ル
③
教
養
―
―
の
三
つ
の
柱
を

掲
げ
て
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
後
述
す
る
研
修
な
ど
の

人
材
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
目
の
「
マ

イ
ン
ド
」
は
志
。
何
で
こ
の
仕
事
を
し
た
い

の
か
、
ま
た
将
来
も
こ
の
仕
事
を
続
け
て
い

き
た
い
と
い
っ
た
思
い
を
自
ら
の
言
葉
で
語

れ
る
よ
う
に
育
て
て
い
る
。
二
つ
目
の
「
ス

キ
ル
」
は
、
仕
事
の
コ
ツ
・
ツ
ボ
の
こ
と
。

あ
ら
ゆ
る
仕
事
に
は
、
コ
ツ
や
ツ
ボ
が
あ
る

と
の
考
え
方
で
、
そ
れ
を
か
み
砕
い
て
伝
え

て
い
く
。
最
後
の
「
教
養
」
は
日
本
人
と
し

て
の
素
養
を
指
す
。
同
社
で
は
、
顧
客
の
多

く
が
文
化
的
な
素
養
を
持
っ
て
い
る
た
め
、

日
本
の
文
化
や
歴
史
を
理
解
し
て
、
話
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。

こ
れ
ら
三
つ
の
柱
を
通
じ
て
、
働
く
こ
と
で

自
分
の
存
在
意
義
を
感
じ
て
欲
し
い
と
し
て

い
る
。

　
「『
何
故
、
働
く
の
か
』
と
問
わ
れ
た
と
き

に
、『
働
か
な
く
て
は
食
べ
て
い
け
な
い
』
の

は
当
然
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
働
く

な
か
で
も
楽
し
み
を
探
し
て
欲
し
い
。
人
生

は
平
均
寿
命
で
考
え
れ
ば
大
体
、
七
〇
万
八

〇
〇
時
間
程
度
に
換
算
で
き
る
。
そ
の
な
か

で
、
働
い
て
い
る
時
間
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る

か
。
人
生
の
半
分
以
上
を
働
く
時
間
が
占
め

て
い
る
の
に
、『
仕
方
な
く
働
く
』『
食
べ
て
い

く
た
め
だ
け
に
働
く
』
で
は
あ
ま
り
に
も
っ

た
い
な
い
。
自
ら
の
存
在
が
誰
か
の
役
に
立

っ
て
い
る
こ
と
で
、
自
分
が
い
る
意
味
が
あ

る
こ
と
を
感
じ
て
欲
し
い
」

「職責」の２年任期制や管理スタッフの現場への
配属で改革意識を醸成

―― 創業150 年老舗中小企業の人事労務管理

本　社：神奈川県小田原市
設　立：1984 年（昭和 59 年）9 月
資本金：7,000 万円
社員数：644 人（グループ全体、パート社員等含む）

グループ各社の事業内容
「株式会社　鈴廣蒲鉾本店」：鈴廣グループ全体の為のスタッフ管理部門 
「鈴廣かまぼこ　株式会社」：鈴廣ブランド製品の製造部門 
「株式会社　小田原鈴廣」：鈴廣ブランド商品の営業、販売と飲食部門を担当 
「スズヒロシーフーズ　株式会社」：水産練製品を中心とした業務用食材の卸販売部門 
「株式会社　村田屋権右衛門商店」 ：小田原一番ブランド製品の販売を担当
「インターシーズ　株式会社」：開発・輸入等グループ全体の海外調達業務を行う

「鈴廣グループ」概要
2013 年 10 月１日現在

賃金・人事処遇制度と運用実態をめぐる新たな潮流＜第 2 回＞

鈴廣グループ

（鈴廣かまぼこ提供）
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ス
キ
ル
と
精
神
面
の
双
方
の 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

　

こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
、
同
社
で
は
意

欲
の
あ
る
人
を
中
心
に
、
多
様
な
研
修
メ
ニ

ュ
ー
を
揃
え
て
い
る
。
ま
ず
、
ス
キ
ル
と
精

神
面
の
双
方
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
に
主
眼
を
置
い
た「
鈴
廣
人
づ
く
り
学
校
」

が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
自
ら
考
え

行
動
し
成
長
し
て
い
く
人
材
育
成
を
目
的
に

二
〇
〇
〇
年
か
ら
実
施
。「
業
務
に
必
要
な

技
術
に
加
え
、
前
向
き
な
姿
勢
や
健
全
な
精

神
を
育
む
」
た
め
に
、
各
種
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

（
図
表
２
）
を
用
意
し
て
い
る
。

　

一
定
以
上
の
職
責
に
な
っ
た
際
に
受
け
る

「
自
学
自
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
仕
事
の
仕

方
（
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
）、
商
品
知
識
、
食
品

衛
生
な
ど
の
仕
事
に
直
結
す
る
内
容
の
ほ
か
、

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
や
財
務
研
修
、
教
養

や
情
操
を
高
め
る
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。

　
「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
支
援
勉
強
会
」
は
、

社
員
自
身
が
自
ら
の
将
来
を
作
る
こ
と
を
め

ざ
し
、
受
講
し
た
い
社
員
が
自
ら
立
候
補
し

て
受
講
す
る
。
社
員
の
「
自
己
啓
発
支
援
」

に
は
、
各
種
「
通
信
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」

を
提
供
し
て
お
り
、
修
了
者
に
は
受
講
料
の

半
額
を
補
助
し
て
い
る
。「
お
も
て
な
し
塾
」

は
、
同
社
の
販
売
・
接
客
の
「
こ
こ
ろ
」
と

「
ス
キ
ル
」
を
育
成
す
る
も
の
。
講
師
も
社

内
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
育
成
し
「
一
流
の
お
も

て
な
し
」
を
身
に
つ
け
る
。

　

か
ま
ぼ
こ
づ
く
り
の
技
能
伝
承
の
た
め
の

「
社
内
資
格
認
定
制
度
」
は
、
①
鈴
廣
か
ま

ぼ
こ
の
製
造
と
接
客
に
関
わ
る
知
識
と
ス
キ

ル
を
認
定
す
る
「
か
ま
ぼ
こ
ソ
ム
リ
エ
」
②

製
造
社
員
を
対
象
に
、
か
ま
ぼ
こ
作
り
の
知

識
と
技
を
認
定
す
る
「
か
ま
ぼ
こ
マ
イ
ス
タ

ー
」
③
包
装
社
員
を
対
象
に
、
包
装
作
業
の

知
識
と
技
を
認
定
す
る「
包
装
マ
イ
ス
タ
ー
」

④
接
客
ス
キ
ル
と
知
識
を
認
定
す
る
「
お
も

て
な
し
マ
イ
ス
タ
ー
」―
―
の
四
種
類
。「
自

学
自
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
お
も
て
な
し
塾
」
と

各
部
門
の
業
務
研
修
は
必
修
で
、「
業
種
、
職

責
等
に
も
よ
る
が
一
人
あ
た
り
年
間
約
二
〇

～
三
〇
時
間
」
を
割
く
。
そ
れ
以
外
の
メ
ニ

ュ
ー
は
、
本
人
の
や
る
気
と
自
覚
に
委
ね
る
。

経
営
層
や
中
間
管
理
職
層
志
望
者
へ

の
メ
ニ
ュ
ー
も

　
「
人
づ
く
り
学
校
」
と
同
時
に
、
中
間
管

理
職
に
な
り
た
い
人
へ
の
「
鈴
廣
リ
ー
ダ
ー

道
場
」
や
経
営
層
に
な
り
た
い
人
へ
の
「
経

営
塾
」
も
始
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
立
候
補
し
て

レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
、
役
員
面
接
を
経
て
受

講
を
認
め
る
形
だ
。

　
「
リ
ー
ダ
ー
道
場
は
毎
年
一
五
～
二
〇
人
。

経
営
塾
は
一
〇
人
前
後
が
立
候
補
す
る
。
基

本
的
に
は
落
と
さ
ず
、
一
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
経
営
の
仕
事
を
学

ぶ
。
と
く
に
リ
ー
ダ
ー
道
場
は
、
年
齢
や
部

門
を
超
え
て
集
ま
っ
て
き
て
合
宿
な
ど
を
し

な
が
ら
議
論
を
重
ね
る
の
で
、仲
間
意
識
も

醸
成
さ
れ
、研
修
後
も
社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
や
す
く
な
る
」

　
「
こ
れ
か
ら
は
パ
ー
ト
社
員
も
各
種
研
修

に
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。
今
で
も
お
も
て
な
し
塾
は
パ

図表１　鈴廣グループの主要職種

図表２　鈴廣人づくり学校体系

職種 仕事内容 求めるスキル・資格等

技術系

研究開発 製品開発研究、基礎・分析研究、
技術開発研究などの業務

大卒以上。実務経験が有り、
業務に精通している方

生産技術管理 各種機械工程に関わる自動化・
省人化の改善、管理等の業務

業種を問わず実務経験があ
り、業務に精通している方

生産設備管理 工場での機械・電気設備に関す
る保守・修理業務全般

電気・危険物等の取扱い有
資格者

製造スタッフ 生産機械での製造工程の作業 製造業務の実務経験を有し
ている方

品質管理 生産部門での原材料・製品の分
析、飲食・販売施設の品質管理

実務経験があり、業務に精
通している方 ( 短大卒以上 )

営業・
販売系

営業統括 
マネージャー

水産練製品を中心とした卸販売
部門の営業を統括する業務（マ
ネジメント業務）

業種を問わず実務経験が有
り、業務に精通している方

営業 水産練製品を中心とした卸販売
部門の営業

業種を問わず実務経験者

店舗開発者 出店計画の立案、出店条件の交
渉、出店の決定など経営戦略の
立案・マーケティングなどの店
舗開発業務

業種を問わず実務経験が有
り、業務に精通している方

店舗管理者 店舗運営からスタッフ管理をは
じめとするマネージャー業務

業種を問わず実務経験が有
り、業務に精通している方

事務系

情報システム
開発

オープン系基幹システムの設
計・開発・保守管理。社内外ネ
ットワークシステムの構築・運
用・保守、ＩＴ関連の社内イン
ストラクター業務

実務経験者

商品企画開発 新商品の企画開発業務と既存商
品の研究改良業務

食品メーカーのみならず外
食産業・小売業界で商品企
画・商品開発の実務経験者

デザイナー・ 
販売促進

広告・カタログ・パンフレット・
チラシの作成。パッケージデザ
イン・ディスプレイ・展示会の
企画運営

実務経験者

広報・宣伝 企業・自社製品・キャンペーン
企画・プレスリリース製作など
広報・宣伝活動全般の業務
自社ＨＰ・Ｗｅｂの企画運営管
理・社内広報物の製作業務

実務経験者

財務・経理 会社全体の決算業務・税務等各
種申告・予算管理・月次試算表
作成など財務・経理の全般業務

実務経験者

総務・人事 給与計算・社会保険業務および
社員教育の立案・人材採用業務・
人事評価のシステム構築、給与
システムの策定・運用など総務・
人事の全般業務

実務経験者
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ー
ト
社
員
も
必
修
だ
し
、
社
内
資
格
の
ソ
ム

リ
エ
と
か
マ
イ
ス
タ
ー
も
受
け
ら
れ
る
。
今

後
は
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
社
員
向
け
の
研
修
を

社
員
と
同
程
度
に
拡
充
し
て
い
き
た
い
」

職
能
資
格
等
級
と
職
責
の
二
制
度
で
構
成

　

同
社
は
、
人
事
労
務
に
係
わ
る
諸
制
度
を
、

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や
会
社
の
実
情
に
合

わ
せ
て
改
定
し
て
き
て
い
る
。現
行
の
人
事
・

賃
金
制
度
は
、
職
能
資
格
等
級
と
職
責
の
二

つ
の
制
度
で
構
成
し
て
い
る
。

　

職
能
資
格
は
一
～
九
等
級
に
わ
け
て
い
る
。

入
社
時
は
、
高
卒
は
一
等
級
、
大
卒
は
三
等

級
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
能
力
の
向
上
に
合

わ
せ
て
毎
年
、
号
俸
が
上
が
り
、
一
定
レ
ベ

ル
に
達
し
た
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
等
級
が

上
が
る
。
等
級
表
は
職
種
で
わ
け
ず
、
技
術

系
、
営
業
系
、
事
務
系
共
通
の
も
の
を
使
用

す
る
。
標
準
滞
留
年
数
（
大
体
、
ど
の
ぐ
ら

い
の
経
験
年
数
で
ど
の
ぐ
ら
い
の
等
級
に
上

が
っ
て
い
く
か
）
は
、「
新
卒
の
一
等
級
→
二

等
級
と
二
等
級
→
三
等
級
へ
は
二
年
で
原
則

自
動
昇
級
。
三
等
級
→
四
等
級
は
三
年
、
四

等
級
→
五
等
級
は
四
年
、
五
等
級
→
六
等
級

は
五
年
、
六
等
級
以
上
は
実
力
実
績
次
第
」

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
職
責
（
制
度
の
詳
細
は
後
述
）
は
、

組
織
で
の
役
割
に
応
じ
て
六
段
階
で
定
義
付

け
て
い
る
。
六
職
責
は
職
長
、
五
職
責
は
主

任
、
四
職
責
は
係
長
、
三
職
責
は
課
長
、
二

職
責
は
次
長
、
一
職
責
は
部
長
と
な
る
。
三

職
責
か
ら
が
時
間
外
手
当
対
象
外
の
管
理
職

層
で
、
正
社
員
の
約
一
五
％
を
占
め
る
。

　

職
能
資
格
等
級
と
職
責
は
イ
コ
ー
ル
で
は

な
く
、
幅
を
持
た
せ
て
リ
ン
ク
さ
せ
る
形
を

取
る
。
た
と
え
ば
、
一
番
上
の
九
等
級
は
一

職
責
の
役
員
一
歩
手
前
ク
ラ
ス
の
部
長
が
就

く
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
二
職
責
の
次
長
の
場
合
、

職
能
資
格
の
標
準
は
七
～
八
等
級
、
三
職
責

の
課
長
だ
っ
た
ら
六
～
七
等
級
な
ど
と
、
一

定
の
幅
を
持
た
せ
て
い
る
。

　

賃
金
の
基
本
項
目
は
、
職
能
資
格
給
と
職

責
給
の
二
本
立
て
。
前
者
は
等
級
ご
と
の
賃

金
テ
ー
ブ
ル
が
あ
り
、
後
者
は
各
職
責
シ
ン

グ
ル
レ
ー
ト
の
定
額
に
し
て
い
る
。
職
能
資

格
給
と
職
責
給
の
比
率
は
係
長
ク
ラ
ス
で
大

体
八
：
二
、
課
長
ク
ラ
ス
で
は
大
体
三
：
一

の
イ
メ
ー
ジ
。
三
〇
歳
ま
で
は
育
成
期
の
観

点
か
ら
、
こ
れ
に
年
齢
給
を
設
け
て
給
与
に

反
映
さ
せ
て
い
る
（
図
表
３
）。

職
能
資
格
等
級
制
度
の
概
要

　

職
能
資
格
等
級
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
は
、
自

己
申
告
と
上
司
推
薦
で
決
定
す
る
。
ま
ず
、

本
人
が
「
私
は
も
う
現
状
の
○
等
級
で
は
な

く
、
一
つ
上
の
○
等
級
の
能
力
が
身
に
つ
い

て
い
る
」
と
考
え
た
ら
、
そ
の
旨
、
申
告
し
、

上
長
の
チ
ェ
ッ
ク
を
経
て
、
人
事
案
件
と
し

て
上
げ
ら
れ
る
。
そ
の
際
、「
当
該
の
等
級
の

（
天
井
ま
で
行
か
ず
と
も
）
こ
の
号
俸
ま
で

上
が
っ
た
人
」「
滞
留
年
数
○
年
を
経
た
人
」

な
ど
と
い
っ
た
ル
ー
ル
や
制
限
は
な
い
。
最

終
決
定
は
、役
員
会
の
な
か
に
あ
る
、昇
給
・

昇
格
・
異
動
な
ど
の
人
事
案
件
を
決
め
る
経

営
会
議
で
精
査
し
、
判
断
す
る
。

　
「
昇
級
に
は
、『
直
近
三
年
間
の
人
事
考
課

が
○
ポ
イ
ン
ト
以
上
』
と
か
『
提
出
さ
れ
た

レ
ポ
ー
ト
の
出
来
』『
研
修
の
受
講
度
合
い
』

な
ど
の
等
級
ご
と
の
最
低
基
準
を
設
け
て
い

て
、
そ
れ
ら
を
ク
リ
ア
で
き
て
い
る
か
否
か

で
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
職
能
資
格
等
級

は
能
力
の
向
上
を
み
る
た
め
の
も
の
な
の
で
、

評
価
軸
は
基
本
的
に
急
激
に
上
下
す
る
も
の

で
は
な
く
、
経
験
を
積
ん
だ
こ
と
が
評
価
さ

れ
て
上
が
っ
て
い
く
。
逆
に
、
努
力
す
る
姿

勢
や
能
力
の
向
上
が
み
ら
れ
な
け
れ
ば
同
一

等
級
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
だ
し
、
号
俸
が
そ

の
等
級
の
天
井
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
と
、
等

級
が
上
が
ら
な
い
限
り
賃
金
も
上
が
ら
な
い
」

目
標
管
理
制
度
の
概
要

　

同
社
で
は
、
目
標
管
理
制
度
に
基
づ
く
人

事
考
課
を
実
施
し
て
お
り
、
半
期
ご
と
に
Ａ

～
Ｄ
の
四
段
階
で
評
価
す
る
。
九
月
の
年
度

当
初
に
各
人
が
上
長
と
業
務
の
摺
り
合
わ
せ

を
行
い
つ
つ
目
標
を
立
て
、
三
カ
月
経
っ
た

時
点
で
一
度
面
談
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
し

て
進
ち
ょ
く
状
況
な
ど
を
確
認
。
そ
の
う
え

で
、
半
年
に
一
度
評
価
す
る
。

　

半
期
ご
と
の
各
自
の
考
課
結
果
（
評
語
）

は
、
目
標
管
理
制
度
の
評
価
（
成
果
）
お
よ

び
人
事
考
課
（
情
意
・
能
力
）
に
基
づ
き
決

定
さ
れ
、
夏
冬
の
賞
与
に
反
映
さ
れ
る
。
ま

た
、
通
期
（
半
期
二
回
）
の
考
課
結
果
に
基

づ
き
、
職
能
資
格
の
昇
給
号
数
に
反
映
さ
れ

る
ほ
か
、
職
責
の
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
に
も
影
響

す
る
。

　

ま
た
、
考
課
結
果
に
つ
い
て
は
、
期
初
の

図表３　モデル賃金に基づく比率

勤続 年令
職能 職責

職位 年令給 職能給 職責給
等級 等級

0 22 3 　 　 32% 68% 0%
1 23 3 　 　 32% 68% 0%
2 24 4 6 職責 職長 30% 65% 5%
3 25 4 　 　 30% 66% 5%
4 26 4 　 　 30% 66% 4%
5 27 5 5 職責 主任 24% 60% 16%
6 28 5 　 　 24% 60% 16%
7 29 5 　 　 24% 61% 16%
8 30 5 　 　 24% 61% 15%
9 31 6 4 職責 係長 　 78% 22%
10 32 6 　 　 　 78% 22%
11 33 6 　 　 　 78% 22%
12 34 6 3 職責 課長 　 71% 29%
13 35 6 　 　 　 71% 29%
14 36 7 　 　 　 74% 26%
15 37 7 　 　 75% 25%
16 38 7 　 　 　 75% 25%
17 39 7 2 職責 次長 　 73% 27%
18 40 7 　 　 　 73% 27%
19 41 7 　 　 　 74% 26%
20 42 8 　 　 　 76% 24%
21 43 8 　 　 　 76% 24%
22 44 8 　 　 　 76% 24%
23 45 8 1 職責 部長 　 69% 31%
24 46 8 　 　 　 69% 31%
25 47 8 　 　 　 69% 31%
26 48 8 　 　 　 70% 30%
27 49 8 　 　 　 70% 30%
28 50 8 　 　 　 70% 30%
29 51 8 　 　 　 70% 30%
30 52 8 　 　 　 70% 30%
31 53 8 　 　 　 70% 30%
32 54 8 　 　 　 70% 30%
33 55 8 　 　 　 70% 30%
34 56 8 　 　 　 70% 30%
35 57 8 　 　 　 70% 30%
36 58 8 　 　 　 70% 30%
37 59 8 　 　 　 70% 30%
38 60 8 　 　 　 70% 30%
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設
定
時
、
中
間
面
談
時
、
期
末
評
価
時
に
、

上
司
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と

で
、
評
価
に
対
す
る
認
識
誤
差
を
少
な
く
す

る
よ
う
気
を
配
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
評
価

結
果
に
不
満
が
生
じ
た
場
合
に
は
、「
管
掌
の

取
締
役
へ
の
申
し
出
や
総
務
部
に
相
談
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
」。

中
期
的
な
キ
ャ
リ
ア
も
展
望

　

同
制
度
で
の
上
司
と
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
中
期
的
な
将
来
展
望
を
描
く

こ
と
に
も
役
立
て
て
い
る
。

　
「
人
事
諸
制
度
の
運
用
の
な
か
で
、
社
員

の
な
か
に
、『
先
が
見
え
な
い
。
私
は
い
つ
ま

で
こ
の
仕
事
を
や
る
の
か
？
』
と
考
え
る
人

が
で
て
く
る
可
能
性
は
あ
る
。
だ
か
ら
、
少

な
く
と
も
五
年
程
度
の
育
成
計
画
を
つ
く
り
、

本
人
と
上
長
が
定
期
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
な
か
で
『
君
に
は
今
は
こ
れ
を

や
っ
て
も
ら
っ
て
る
け
ど
、
そ
れ
は
こ
の
た

め
だ
よ
』
な
ど
と
説
明
し
な
が
ら
、
そ
の
時

点
で
の
本
人
の
希
望
も
踏
ま
え
て
、
軌
道
修

正
を
し
た
り
、
少
し
先
を
互
い
に
眺
め
な
が

ら
キ
ャ
リ
ア
を
展
望
す
る
。
目
標
管
理
の
面

接
は
そ
の
機
会
に
も
な
っ
て
い
る
」

職
責
制
度
の
概
要

　

組
織
内
で
の
役
割
分
担
に
応
じ
て
処
遇
を

決
め
る
「
職
責
（
組
織
内
で
の
役
割
）」
に

つ
い
て
は
、
二
年
間
の
任
期
制
を
採
用
。
す

べ
て
の
社
員
が
二
年
に
一
度
、
職
責
が
外
れ
、

次
の
二
年
間
の
新
た
な
職
責
を
決
め
て
い
る
。

　
「
二
年
任
期
で
全
職
責
を
一
旦
解
任
し
、

組
織
上
の
役
割
に
基
づ
き
、
新
た
に
任
命
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
翌
期
の

組
織
を
編
成
し
、
組
織
の
役
割
に
応
じ
て
新

た
に
職
責
を
任
命
す
る
こ
と
で
人
事
異
動
と

整
合
を
取
っ
て
い
る
」

　

二
年
任
期
制
を
定
め
た
背
景
に
は
、
ポ
ス

ト
の
年
功
的
な
運
用
を
避
け
る
こ
と
が
狙
い

に
あ
っ
た
と
い
う
。

　
「
こ
の
考
え
方
を
入
れ
る
ま
で
は
、『
○
○

さ
ん
は
、
こ
の
部
署
で
も
う
長
い
の
で
そ
ろ

そ
ろ
課
長
に
し
て
あ
げ
よ
う
』
な
ど
と
、
肩

書
き
が
年
功
的
な
運
用
に
な
っ
て
し
ま
う
問

題
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
と
て
も
お

か
し
な
こ
と
。
本
来
、
組
織
内
で
課
長
な
ら

課
長
の
役
割
が
あ
り
、
そ
の
ポ
ス
ト
に
一
番

相
応
し
い
人
間
を
置
く
べ
き
で
、
そ
こ
に
経

験
年
数
は
関
係
な
い
は
ず
だ
。
職
能
資
格
等

級
制
度
は
そ
れ
ぞ
れ
の
等
級
に
定
め
ら
れ
た

職
能
資
格
が
あ
り
、
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
能
力

が
上
が
れ
ば
等
級
も
上
が
っ
て
い
く
。
他
方
、

『
職
責
』
は
、
次
の
二
年
間
、
当
社
の
こ
の

部
署
の
こ
の
役
割
は
誰
に
や
っ
て
も
ら
う
の

が
ベ
ス
ト
な
の
か
と
い
う
観
点
で
選
ぶ
。
具

体
的
に
は
、（
同
社
の
昇
給
や
昇
級
、
人
事
異

動
な
ど
が
行
わ
れ
る
九
月
に
あ
わ
せ
て
）
九

月
一
日
か
ら
二
年
間
の
任
期
の
人
事
を
六
～

八
月
に
行
う
。
形
と
し
て
は
組
織
の
部
屋
か

ら
全
員
が
一
回
出
て
、
各
ポ
ス
ト
に
適
者
を

は
め
こ
ん
で
い
く
。
結
果
的
に
役
割
が
変
わ

る
人
間
は
多
く
て
一
割
程
度
だ
が
、
一
度
、

そ
の
席
に
座
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
ず
っ
と
安

泰
の
席
で
は
な
い
こ
と
は
社
員
に
徹
底
し
て

い
る
」

　

前
述
し
た
と
お
り
、
職
責
給
は
そ
の
ポ
ス

ト
に
付
い
て
い
る
固
定
給
与
で
、
他
部
門
か

ら
の
異
動
で
管
理
職
層
の
ポ
ス
ト
に
就
い
て

も
そ
の
額
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
職
責
に

関
し
て
は
、社
員
か
ら
の
自
己
申
告（
希
望
）

の
仕
組
み
は
な
い
。

運
用
一
〇
年
を
経
て
任
期
制
が
浸
透

　

し
か
し
、
た
と
え
「
多
く
て
一
割
程
度
」

で
も
、
そ
れ
な
り
の
人
数
が
異
動
に
な
れ
ば
、

職
責
が
下
が
る
人
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
し
、

適
材
適
所
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
同
じ
部
署

で
上
司
と
部
下
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
で
て

く
る
の
で
は
な
い
か
。
仮
に
そ
う
な
っ
た
場

合
、
社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
保
た
れ
る

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
同
じ
部
署
に
い
な
が
ら
に
し
て
降
格
す

る
ケ
ー
ス
は
あ
る
し
、
非
常
に
稀
だ
が
上
長

と
部
下
が
チ
ェ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
あ
り
え
る
。

ど
う
し
て
も
感
情
が
入
る
の
で
、
今
ま
で
課

長
の
三
職
責
だ
っ
た
人
が
来
期
は
四
職
責
に

な
れ
ば
、『
降
格
』
と
受
け
止
め
て
し
ま
う
し
、

職
責
が
落
ち
る
と
給
与
は
下
が
る
場
合
も
あ

る
。
働
く
者
の
思
い
と
し
て
拭
い
き
れ
る
も

の
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
れ

で
も
当
社
で
は
『
そ
う
で
は
な
い
』
と
言
い

続
け
て
い
る
。
職
責
が
下
が
る
こ
と
は
決
し

て
ペ
ナ
ル
テ
ィ
で
は
な
い
。
次
の
二
年
間
、

当
社
に
と
っ
て
誰
が
ベ
ス
ト
か
を
考
え
て
人

を
選
ん
だ
結
果
に
過
ぎ
な
い
。
だ
か
ら
、『
た

ま
た
ま
今
回
外
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
腐
る
な

よ
。
頑
張
れ
ば
次
ま
た
戻
れ
る
か
ら
』
と
諭

す
。
感
情
的
に
は
一
〇
〇
％
と
い
え
な
い
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で
も
考
え
方
と
し
て

は
そ
う
い
う
理
解
を
し
て
欲
し
い
と
伝
え
て

い
る
。
た
と
え
職
責
が
下
が
っ
た
と
し
て
も
、

そ
れ
は
あ
く
ま
で
次
の
二
年
間
の
役
割
な
の

だ
か
ら
、
二
年
間
頑
張
れ
ば
、
次
の
二
年
は

ま
た
復
活
で
き
る
。
実
際
、
任
期
制
に
し
て

一
〇
年
近
く
経
っ
て
い
る
が
、
一
度
落
ち
た

人
間
が
復
活
し
た
ケ
ー
ス
は
結
構
あ
る
し
、

周
囲
も
そ
れ
を
み
て
き
て
い
る
」

一
人
ひ
と
り
を
よ
く
み
て
配
属

　

同
社
で
は
事
業
が
多
岐
に
渡
っ
て
お
り
、

職
種
も
管
理
部
門
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
の
接
客
・
販
売
、
工
場
の
生
産

ラ
イ
ン
、
研
究
開
発
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
な

か
で
、
ど
の
よ
う
に
社
員
個
々
人
の
適
材
適

所
を
見
い
だ
し
て
ポ
ス
ト
に
就
け
て
い
く
の

だ
ろ
う
。
年
齢
給
の
あ
る
三
〇
歳
ま
で
は
職

種
を
固
定
し
て
能
力
を
積
み
上
げ
る
な
ど
の

レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て
い
る
の
か
。

　
「
い
ろ
い
ろ
な
職
種
が
あ
り
、
仕
事
の
内

容
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
な
か
で
、
一
人
ひ
と
り

を
よ
く
み
て
い
く
し
か
な
い
。
た
と
え
ば
、

技
術
系
や
営
業
系
な
ど
は
、
パ
タ
ー
ン
化
・

ル
ー
ル
化
す
る
の
は
難
し
い
し
、
何
よ
り
本

人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
早
め
に
将
来
の
キ
ャ

リ
ア
像
を
決
め
て
注
力
し
た
方
が
良
い
人
も

い
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を
経
験
し
て
か

ら
専
門
を
み
つ
け
た
方
が
伸
び
る
タ
イ
プ
も

い
る
。
年
齢
給
は
三
〇
歳
ま
で
だ
が
、
そ
れ

ま
で
に
芽
が
出
な
い
人
も
い
る
。
そ
こ
は
目

標
管
理
時
の
上
司
と
の
面
談
な
ど
で
先
を
見

据
え
た
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
く
」

　

参
考
ま
で
に
、
採
用
に
つ
い
て
は
、
今
は

新
卒
採
用
が
大
部
分
を
占
め
る
。
例
年
、
高

卒
者
か
ら
院
卒
者
ま
で
合
わ
せ
て
一
五
人
ぐ

会社での役割は２年の任期制をとっている（鈴廣かまぼこ提供）
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ら
い
を
採
用
し
て
お
り
、
随
時
行
う
経
験
者

採
用
は
、
今
は
少
な
い
。
研
修
を
充
実
さ
せ

た
り
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
の
育
成
計
画
を
立
て

る
な
ど
、
技
能
伝
承
や
人
材
育
成
に
力
点
を

置
く
な
か
で
定
着
率
は
高
い
と
い
う
。
初
任

給
は
二
〇
一
三
年
の
実
績
で
、
院
大
卒
が
二

〇
万
一
三
〇
〇
円
、
四
大
卒
が
一
九
万
五
〇

〇
〇
円
、
短
大
卒
が
一
七
万
六
三
二
〇
円
、

高
校
卒
が
一
六
万
〇
〇
〇
円
だ
っ
た
。

「
第
二
職
場
」
で
自
ら
と
現
場
の 

生
産
性
を
高
め
る

　

同
社
の
人
事
制
度
で
、
二
年
任
期
の
職
責

と
並
ん
で
特
徴
的
な
の
が
、
管
理
系
の
社
員

を
中
心
に
「
第
二
職
場
」
を
設
け
て
い
る
こ

と
だ
。

　
「
再
来
年
に
創
業
一
五
〇
周
年
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
の
五
カ
年
計

画
で
、『
二
〇
一
五
年
ま
で
に
給
与
も
環
境
も

一
流
に
し
よ
う
』
と
決
め
た
。
給
与
に
つ
い

て
は
二
〇
一
〇
年
比
で
一
三
〇
％
に
す
る
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
産

性
の
向
上
が
必
須
で
あ
り
、
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
『
第
二
職
場
』
を
つ
く
っ
た
」

　

具
体
的
に
は
、
総
務
・
経
理
、
情
報
シ
ス

テ
ム
な
ど
の
事
務
職
や
研
究
開
発
の
社
員
全

員
に
第
二
職
場
の
辞
令
を
交
付
し
、
月
に
数

日
、「
単
な
る
お
手
伝
い
で
は
な
く
業
務
と
し

て
」
販
売
や
飲
食
の
現
場
で
働
く
こ
と
を
命

じ
る
。
そ
の
う
え
で
、
週
五
日
四
週
で
こ
な

し
て
き
た
本
来
業
務
を
、
短
く
な
っ
た
日
数

で
こ
な
す
よ
う
に
す
る
。
そ
こ
に
仕
事
に
対

す
る
工
夫
が
生
ま
れ
て
く
る
。

　
「
一
回
、
自
分
の
仕
事
を
す
べ
て
テ
ー
ブ

ル
に
ぶ
ち
ま
け
て
、
本
当
に
必
要
な
も
の
か

否
か
仕
分
け
を
し
ろ
と
話
し
て
い
る
。
加
え

て
、
必
要
な
仕
事
の
仕
方
も
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で

見
直
さ
な
い
と
終
わ
ら
な
い
。
今
は
そ
の
作

業
を
繰
り
返
し
や
ら
せ
て
い
る
」

　

ま
た
、
第
二
職
場
を
取
り
入
れ
て
か
ら
、

現
場
の
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
た
と
え
ば
、
経
理
の
人
間
は
今
ま
で
、

売
り
場
か
ら
日
報
が
上
が
っ
て
き
て
数
字
が

間
違
っ
て
い
た
り
す
る
と
、『
だ
ら
し
な
い
』

と
文
句
を
言
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に

売
り
場
に
行
く
と
、
し
っ
ち
ゃ
か
め
っ
ち
ゃ

か
の
状
態
の
な
か
で
仕
事
し
て
い
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
て
『
あ
あ
、
こ
う
い
う
状
況

で
働
い
て
い
た
の
か
』
と
わ
か
り
、『
も
う
少

し
、
仕
事
が
楽
に
な
る
よ
う
に
帳
票
を
簡
素

化
し
よ
う
』
な
ど
と
考
え
、
そ
う
い
う
提
案

を
現
場
で
行
う
。
現
場
を
み
る
こ
と
で
今
ま

で
の
仕
事
を
改
善
す
る
し
、
現
場
の
人
間
も

当
た
り
前
の
現
実
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
第

三
者
の
目
線
で
指
摘
さ
れ
て
気
が
付
く
。『
商

い
』
を
体
感
す
る
こ
と
で
改
善
に
つ
な
が
っ

て
い
く
し
、
自
分
の
今
や
っ
て
い
る
仕
事
を

抜
本
的
に
見
直
し
て
生
産
性
を
上
げ
る
こ
と

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
」

残
業
削
減
も
強
く
意
識

　

こ
の
よ
う
な
生
産
性
向
上
の
取
り
組
み
と

セ
ッ
ト
で
残
業
削
減
も
強
く
意
識
し
て
い
る
。

第
二
職
場
に
出
向
く
分
の
業
務
は
残
業
な
し

で
こ
な
す
こ
と
を
求
め
る
し
、
同
社
で
は
二

年
前
か
ら
残
業
は
す
べ
て
許
可
制
で
行
う
こ

と
を
徹
底
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
根
底

に
は
、「
生
産
性
向
上
＝
労
働
強
化
」
で
は
な

い
と
の
思
い
が
あ
る
。

　
「
目
標
に
掲
げ
て
い
る
よ
う
に
、
一
人
ひ

と
り
の
給
与
は
上
げ
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の

た
め
に
は
今
ま
で
以
上
に
付
加
価
値
を
上
げ

ね
ば
な
ら
な
い
し
、
よ
り
生
産
性
の
高
い
仕

事
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
前
提
に
な
る
。
で

も
、
そ
れ
は
長
時
間
労
働
し
て
く
れ
と
い
う

の
で
は
決
し
て
な
く
、
短
時
間
で
成
果
を
あ

げ
て
、
早
く
帰
っ
て
私
生
活
も
充
実
さ
せ
よ

う
と
い
う
こ
と
。
そ
こ
は
や
は
り
工
夫
が
必

要
。
そ
の
た
め
に
も
仕
事
の
見
直
し
を
絶
え

ず
や
っ
て
改
善
・
改
革
し
て
い
こ
う
と
話
し

て
い
る
」

「
第
三
の
賞
与
」
で
成
果
の
還
元
を

　

同
社
の
賞
与
は
三
回
あ
る
。
夏
（
七
月
）

と
冬
（
一
二
月
）
の
定
期
賞
与
は
、「
賞
与
が

生
活
給
の
一
部
分
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い

る
」
こ
と
を
勘
案
し
た
分
の
原
資
を
基
本
に
、

売
り
上
げ
に
リ
ン
ク
し
て
増
減
さ
せ
る
。

　
「
た
と
え
ば
、
売
り
上
げ
が
前
年
比
で
二

％
増
え
れ
ば
、
原
資
も
二
％
分
増
や
す
し
、

逆
に
二
％
減
っ
た
ら
二
％
減
ら
す
。
そ
の
う

え
で
、
社
員
個
々
の
人
事
考
課
の
結
果
に
応

じ
た
『
職
能
資
格
等
級
ポ
イ
ン
ト
』『
職
責
位

ポ
イ
ン
ト
』
と
勤
続
年
数
に
応
じ
た
『
習
熟

経
験
ポ
イ
ン
ト
』
を
算
出
し
て
持
ち
ポ
イ
ン

ト
を
確
定
さ
せ
る
。
仮
に
六
等
級
三
職
責
の

Ａ
課
長
が
い
た
ら
、『
Ａ
課
長
の
今
年
度
の
人

事
考
課
で
み
た
六
等
級
は
○
ポ
イ
ン
ト
、
三

職
責
は
○
ポ
イ
ン
ト
だ
か
ら
Ａ
課
長
の
ポ
イ

ン
ト
は
合
計
○
ポ
イ
ン
ト
』
と
な
る
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
ポ
イ
ン
ト
数

が
わ
か
っ
た
ら
、
全
員
の
ポ
イ
ン
ト
を
す
べ

て
ト
ー
タ
ル
し
て
総
ポ
イ
ン
ト
数
を
出
す
。

総
賞
与
原
資
額
を
各
社
員
の
持
ち
ポ
イ
ン
ト

を
合
計
し
た
総
ポ
イ
ン
ト
で
割
る
こ
と
で
一

ポ
イ
ン
ト
あ
た
り
の
単
価
を
決
め
る
。
そ
の

一
ポ
イ
ン
ト
単
価
を
各
社
員
個
々
の
持
ち
ポ

イ
ン
ト
に
乗
ず
る
こ
と
で
個
々
の
支
給
額
が

決
ま
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
」　

　

そ
れ
に
加
え
て
「
成
果
賞
与
」
と
い
う
「
本

当
の
意
味
で
の
成
果
配
分
と
し
て
の
第
三
の

賞
与
」
を
設
け
て
九
月
末
に
支
給
し
て
い
る
。

　
「
こ
ち
ら
は
、
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
そ

れ
ぞ
れ
が
営
業
利
益
の
予
算
を
つ
く
り
、
そ

の
な
か
の
現
場
で
の
管
理
が
可
能
な
数
字
を

ベ
ー
ス
に
し
た
利
益
の
達
成
度
に
応
じ
て
、

そ
の
会
社
が
拠
出
す
る
賞
与
の
パ
ー
セ
ン
テ

ー
ジ
を
『
達
成
率
に
応
じ
て
営
業
利
益
の
○

○
％
』
と
決
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
現
場

利
益
が
九
〇
％
ま
で
し
か
届
か
な
か
っ
た
ら
、

原
資
の
拠
出
額
は
そ
の
会
社
の
営
業
利
益
予

算
の
五
％
、
頑
張
っ
て
一
一
〇
％
ぐ
ら
い
行

け
ば
二
一
％
と
い
っ
た
具
合
だ
」。

　

そ
の
後
、
各
社
の
拠
出
し
た
原
資
を
合
計

し
て
、
六
社
合
同
で
一
人
ひ
と
り
の
社
員
に

還
元
す
る
。
た
だ
し
、
管
理
職
層
の
一
～
三

職
責
は
、
各
社
の
成
績
に
応
じ
て
個
人
の
金

額
を
決
め
、
一
般
社
員
も
含
め
た
四
～
六
職

責
は
、「
た
ま
た
ま
そ
の
時
期
、
そ
の
会
社
に

い
た
と
考
え
る
」
た
め
、
個
々
の
会
社
の
業

績
は
反
映
さ
せ
ず
、
同
じ
職
責
な
ら
同
じ
よ

う
に
み
る
。

　
「
こ
ち
ら
も
夏
冬
の
賞
与
同
様
、
等
級
と

職
責
で
ポ
イ
ン
ト
制
に
し
て
い
る
。
そ
の
際

に
、
自
分
の
所
属
す
る
会
社
の
結
果
責
任
を

第二職場の配属で自らの仕事を見直し、現場の改善も図る
（鈴廣かまぼこ提供）
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負
う
一
～
三
職
責
は
自
社
の
業
績
も
反
映
さ

せ
る
し
、
四
～
六
職
責
は
ど
こ
の
会
社
に
い

て
も
同
じ
よ
う
な
賞
与
が
出
る
仕
組
み
に
し

て
い
る
」

パ
ー
ト
社
員
の
処
遇

　

一
方
、
社
員
の
半
数
を
占
め
る
パ
ー
ト
社

員
は
、
半
年
ご
と
に
契
約
を
更
新
す
る
。
時

給
の
見
直
し
は
賃
金
表
の
書
き
換
え
と
本
人

自
身
の
時
給
の
見
直
し
が
あ
る
。
賃
金
表
は

年
一
回
、
最
低
賃
金
の
変
更
に
伴
い
、
書
き

換
え
が
行
わ
れ
る
。
本
人
時
給
に
つ
い
て
は
、

勤
続
年
月
で
『
標
準
時
給
』
を
設
定
し
て
お

り
、
更
新
ご
と
に
一
度
、
標
準
時
給
に
戻
し

た
う
え
で
、
パ
ー
ト
社
員
用
の
人
事
考
課
制

度
に
基
づ
く
評
価
（
Ａ
～
Ｄ
の
四
段
階
）
を

反
映
さ
せ
て
増
減
す
る
形
を
と
る
。

　
「
賃
金
表
は
最
近
、
神
奈
川
県
の
最
低
賃

金
の
上
昇
が
大
き
く
大
変
だ
が
、
基
本
は
そ

こ
に
合
わ
せ
て
作
成
し
て
い
る
。
ボ
ト
ム
ア

ッ
プ
が
激
し
い
分
、
上
を
上
げ
ら
れ
ず
幅
の

作
り
方
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
本
人
時
給

の
方
は
、
半
年
経
っ
た
ら
標
準
時
給
に
戻
し

た
う
え
で
、
前
期
評
価
に
よ
っ
て
Ａ
評
価
な

ら
プ
ラ
ス
○
○
円
、
Ｄ
評
価
な
ら
マ
イ
ナ
ス

○
○
円
な
ど
と
見
直
す
。
パ
ー
ト
社
員
が

「（
お
も
て
な
し
マ
イ
ス
タ
ー
な
ど
の
）
社

内
認
定
資
格
制
度
」
で
有
資
格
者
に
な
れ
ば

手
当
が
付
く
し
、
販
売
、
飲
食
部
門
を
中
心

に
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
が
い
て
、
そ
の
人
た
ち

に
は
時
給
を
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、

パ
ー
ト
社
員
に
も
一
時
金
は
あ
っ
て
、
勤
務

時
間
に
よ
っ
て
一
律
定
額
で
年
に
二
回
支
給

し
て
い
る
。
そ
の
原
資
は
社
員
に
準
じ
た
形

で
、
売
り
上
げ
リ
ン
ク
で
変
え
て
い
る
」

正
社
員
へ
の
登
用
機
会
も
設
け
る

　

パ
ー
ト
社
員
の
正
規
へ
の
登
用
も
一
五
年

前
頃
か
ら
規
定
を
定
め
て
行
っ
て
い
る
。
原

則
、
チ
ャ
ン
ス
は
年
二
回
。
本
人
希
望
に
加

え
、
上
司
の
推
薦
書
で
日
々
の
仕
事
振
り
を

「
過
去
の
人
事
考
課
」「
勤
務
状
況
」「
現
在
の

職
務
内
容
」
で
評
価
し
て
、
一
定
基
準
に
達

し
て
い
る
人
が
面
接
対
象
と
な
る
。
年
齢
の

上
限
や
受
験
回
数
の
制
限
な
ど
は
と
く
に
設

け
て
い
な
い
が
、「
も
と
も
と
パ
ー
ト
の
働
き

方
を
選
択
し
て
入
社
し
て
き
て
い
る
の
で
、

か
な
り
強
い
意
欲
と
意
思
が
な
い
と
申
し
出

な
い
の
が
実
情
」
だ
と
い
う
。
実
際
、
パ
ー

ト
社
員
は
職
務
内
容
や
職
場
は
固
定
さ
れ
て

変
わ
ら
な
い
が
、
登
用
さ
れ
た
ら
他
の
正
社

員
同
様
、
人
事
異
動
の
対
象
に
も
な
る
。
そ

れ
で
も
現
在
、
半
期
に
二
、
三
人
が
登
用
さ

れ
て
い
る
。
子
育
て
を
終
え
て
、
も
っ
と
働

き
た
い
と
い
う
人
が
手
を
あ
げ
る
傾
向
が
強

い
。

　

登
用
時
の
格
付
け
は
、「
既
存
社
員
を
標
準

に
し
て
、
こ
の
人
だ
っ
た
ら
こ
の
ぐ
ら
い
の

能
力
で
こ
う
い
っ
た
仕
事
を
し
て
き
て
い
る

の
で
○
等
級
○
号
俸
に
位
置
づ
け
よ
う
」
な

ど
と
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
行
っ
て
い
る
。

無
期
契
約
社
員
へ
の
転
換
を
模
索

　

労
働
契
約
法
の
改
正
を
踏
ま
え
、
同
社
で

は
パ
ー
ト
社
員
を
積
極
的
に
有
期
契
約
か
ら

無
期
契
約
に
す
る
方
針
で
検
討
を
進
め
て
い

る
。
た
だ
し
、
単
に
長
く
勤
め
て
い
る
と
の

理
由
だ
け
で
無
期
契
約
に
す
る
の
で
は
な
く
、

熱
意
と
意
欲
の
あ
る
人
を
早
い
段
階
か
ら
募

っ
て
対
応
し
て
い
く
構
え
。
現
在
、
無
期
契

約
に
な
る
た
め
の
必
要
要
件
な
ど
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
整
備
し
て
い
る
。

　
「
法
の
施
行
を
待
つ
こ
と
な
く
、
や
る
気

の
あ
る
人
は
ど
ん
ど
ん
無
期
に
な
っ
て
も
ら

っ
た
方
が
良
い
の
で
、
そ
の
た
め
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
二
〇
一
四
年
三
月
ぐ
ら
い
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
い
。
従
来
の
パ
ー
ト
社
員
向
け

の
研
修
を
よ
り
充
実
さ
せ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提

示
し
て
、
そ
れ
で
も
無
期
契
約
に
な
り
た
い

と
い
っ
て
受
講
し
て
く
れ
た
人
な
ど
は
積
極

的
に
切
り
替
え
て
い
き
た
い
」

　

正
社
員
と
有
期
契
約
の
パ
ー
ト
社
員
の
間

に
、
勤
務
地
や
職
種
は
変
わ
ら
な
い
が
、
役

割
な
ど
の
責
任
の
重
さ
が
従
来
の
パ
ー
ト
社

員
と
は
異
な
る
「
無
期
契
約
の
社
員
」
と
い

う
雇
用
形
態
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。　

「
会
社
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
も
含
め
、
本
当

に
能
力
を
磨
い
て
い
こ
う
と
す
る
高
い
ス
キ

ル
ま
た
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
を
持
つ

パ
ー
ト
社
員
を
対
象
に
、
五
年
を
待
た
ず
無

期
雇
用
へ
の
転
換
を
図
る
予
定
。
一
方
、
そ

う
で
な
い
人
は
有
期
契
約
で
入
れ
替
わ
っ
て

い
く
と
の
判
断
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ

の
際
、
パ
ー
ト
社
員
の
な
か
に
有
期
と
無
期

の
区
分
を
つ
く
り
、
基
準
や
要
件
を
ど
の
よ

う
に
分
け
る
か
を
明
文
化
し
て
周
知
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
い
ま
、
そ
う
い
っ
た
細
か

い
ル
ー
ル
づ
く
り
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

処
遇
と
し
て
は
年
収
水
準
を
引
き
上
げ
る
方

向
で
設
計
中
。
来
年
九
月
を
目
安
に
パ
ー
ト

社
員
の
無
期
化
を
実
施
す
る
つ
も
り
だ
」

　
「
こ
れ
か
ら
は
五
年
勤
め
る
と
無
期
請
求

権
が
発
生
す
る
。
で
も
、
当
社
で
は
意
欲
を

重
視
し
て
い
る
の
で
、
や
る
気
が
当
社
の
要

求
に
届
か
な
い
人
の
既
得
権
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
困
る
。
チ
ャ
ン
ス
は
き
ち
ん
と
提

供
す
る
。
そ
れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
設
定
し

た
ハ
ー
ド
ル
を
超
え
て
く
れ
た
人
は
歓
迎
す

る
し
、
そ
う
で
な
い
人
は
五
年
を
待
た
ず
に

契
約
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
見
据
え
て
い
る
」

　

ち
な
み
に
、
地
域
や
職
種
を
限
定
す
る
正

社
員
に
つ
い
て
は
、「
無
期
雇
用
転
換
を
検
討

す
る
な
か
で
、
関
連
事
項
と
し
て
限
定
正
社

員
の
位
置
づ
け
を
検
討
し
た
が
、
ま
だ
、
具

体
的
な
方
向
は
な
い
」
そ
う
だ
。

再
雇
用
は
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
で

　

同
社
の
定
年
年
齢
は
六
〇
歳
で
、
定
年
後

も
働
く
こ
と
を
希
望
す
る
人
は
一
年
も
し
く

は
半
年
契
約
の
シ
ニ
ア
社
員
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
し
、
勤
務
形
態
や
内
容
は
人
そ
れ
ぞ
れ

で
、「
実
質
的
な
定
年
延
長
も
い
れ
ば
、
給
与

を
下
げ
て
違
う
役
割
を
持
つ
人
や
パ
ー
ト
社

員
に
移
行
し
た
人
も
い
る
。
シ
ニ
ア
社
員
と

し
て
の
処
遇
は
、
本
人
の
希
望
と
会
社
判
断

の
折
り
合
い
で
定
年
前
に
本
人
と
話
し
合
っ

て
決
め
て
い
る
」
と
い
う
。

老
舗
に
あ
っ
て
老
舗
に
あ
ら
ず

　

同
社
の
社
是
は
、「
老
舗
に
あ
っ
て
老
舗
に

あ
ら
ず
」。
一
見
、
相
反
す
る
言
葉
だ
が
、

そ
こ
に
は
「
ど
ん
な
時
代
に
な
っ
て
も
決
し

て
変
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
頑
固
に
守

る
」
決
意
と
、「
現
状
に
満
足
せ
ず
、
よ
り
よ

い
や
り
方
が
あ
る
と
信
じ
て
絶
え
ず
改
革
し

て
い
く
」
姿
勢
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
こ
の
言
葉
を
人
事
労
務
管
理
に

重
ね
て
尋
ね
る
と
、「
お
客
様
の
正
面
を
向
い

て
、
ち
ゃ
ん
と
正
面
か
ら
目
を
見
ら
れ
る
姿

勢
で
働
く
こ
と
。
実
は
こ
れ
は
難
し
く
て
、

ち
ょ
っ
と
慢
心
し
た
ら
で
き
な
く
な
る
。
社

員
に
対
し
て
も
ご
ま
か
し
た
り
せ
ず
、
き
ち

ん
と
説
明
し
て
い
く
こ
と
も
含
め
て
、
真
正

面
か
ら
向
き
合
う
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
変

え
て
は
な
ら
な
い
。
他
方
、
仕
事
の
仕
方
は

ど
ん
ど
ん
改
革
す
る
。
一
人
ひ
と
り
が
あ
る

べ
き
姿
、
な
り
た
い
姿
を
し
っ
か
り
描
い
て

バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
ト
で
仕
事
し
て
い
く
こ
と
も

絶
え
ず
変
え
て
い
く
べ
き
こ
と
だ
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

（
新
井
栄
三
）


